
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深澤晟雄の会ニュース 
第  95  号  

特定非営利活動法人 深 澤 晟 雄 の 会 

(2017 年 10 月１日発行) 

 

深澤晟雄の会事務局／〒029-5505 西和賀町湯本 30-86-10   

  

ＴＥＬ 0197-81-1722   ＦＡＸ 0197-81-1723 
ホームページ：www.fukasawa-masao.jp/ 

いのちの灯の集い 
11 月 19 日開催 

           

 
老
人
医
療
費
無
料
化
発
祥

の
地
の
記
念
碑
「
い
の
ち
の

灯
」
の
集
い
は
11
月
19
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
記
念
碑
「
い

の
ち
の
灯
」
は
１
９
８
３
（
昭

和
58
）
年
12
月
１
日
、
全
国

運
動
で
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

毎
年
晩
秋
に
町
民
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
て
生
命
尊

重
行
政
の
理
念
や
高
齢
者
運

動
の
経
験
交
流
の
集
い
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝
け

「
い
の
ち
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
以
下
「
い
の
ち
ネ
ッ
ト
」）
と 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会

の
共
催
で
す
が
、
い
の
ち
ネ

ッ
ト
が
事
業
運
営
の
中
心
と

な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
両
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
も
設
立
10
周
年
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
「
10
年
の
歩
み
」

を
報
告
す
る
場
も
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

深
澤
資
料
館
前
の 

碑
前
集
会
で
開
幕 

 

い
の
ち
の
灯
の
集
い
は
午

後
１
時
か
ら
深
澤
晟
雄
資
料

館
前
の
記
念
碑
・
い
の
ち
の 

承
を
語
る
」
で
、
旧
沢
内
村

の
生
命
行
政
と
係
わ
っ
た
関

係
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。 

 
 

中
学
生
に
「
い
の
ち
」
の

演
劇
指
導
を
通
し
て
劇
作
家

の
立
場
か
ら
。
そ
の
演
劇
に

出
演
し
て
中
学
生
か
ら
。
西

和
賀
の
子
ど
も
の
命
輝
く
社

会
的
養
護
実
践
に
係
わ
っ
た

大
学
教
授
か
ら
。
旧
沢
内
村

の
生
命
行
政
資
料
を
刊
行
し

た
出
版
社
代
表
か
ら
「
い
の

ち
の
継
承
」
が
語
ら
れ
ま
す
。 

 

第
３
部
で
は
参
加
し
た
皆

さ
ん
で
「
２
０
１
７
い
の
ち

の
灯
の
集
い
ア
ピ
ー
ル
」
を

確
認
し
て
集
い
を
閉
じ
ま
す
。 

 
 
 

午
後
５
時
か
ら
沢
内
バ
ー

デ
ン
で
出
版
祝
賀
会
が
あ
り

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
主
催
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ど
ち
ら
か

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 

灯
前
で
行
わ
れ
る
碑
前
集
会

で
開
幕
し
ま
す
。 

碑
前
集
会
で
は
主
催
者
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
第
６
回
い

の
ち
の
灯
文
化
賞
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
す
。
受
賞
者
は

い
の
ち
の
灯
文
化
賞
贈
呈
委

員
会
で
決
め
ら
れ
ま
す
。 

い
の
ち
を
伝
え
る 

集
い
は
会
場
移
動 

１
時
45
分
か
ら
「
い
の
ち

を
伝
え
る
集
い
」
と
題
し
て

会
場
を
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
移
し
て
行
わ
れ
ま
す
。 

 

集
い
は
３
部
構
成
で
第
１
部

は
報
告
「
10
年
の
歩
み
」
で
、

深
澤
晟
雄
の
会
、
い
の
ち
ネ
ッ

ト
の
両
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立

10
周
年
を
記
念
し
て
、
そ
の

歩
み
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。 

第
２
部
は
「
い
の
ち
の
継 

 

旧沢内村は 1960（昭和 35）年から老

人医療費無料化を実施。これが全国の

自治体に広がり 1973 年から国も制度

化。しかし、1983 年老人保健法施行に

伴い有料化されたが、旧沢内村は無料

化を堅持。それを応援する全国運動で

同年 12 月 1 日記念碑が建立された。 

ご
寄
付
に
感
謝 

  

埼
玉
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合 

様 
 
 
 

山 
梨 

県 
 
 
 
 
 
 
 

上  

田      

透  

様 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

10
周
年
記
念
も 



38 年 

 

私
の
村
は
奥
羽
山
脈
の
ふ
と
こ
ろ
深

く
秋
田
県
境
に
位
し
て
い
る
岩
手
県
西

南
部
の
寒
村
で
あ
る
。
人
口
は
６
５
０
０

人
に
過
ぎ
な
い
が
、
３
０
０
平
方
キ
ロ
近

く
の
広
大
な
面
積
（
殆
ん
ど
は
国
有
林
）

を
占
め
て
い
る
。
地
形
は
帯
状
で
、
南
北

28
キ
ロ
に
及
ぶ
県
道
に
沿
う
て
７
割
の

住
民
が
住
み
、
そ
の
両
側
の
奥
に
点
在
す

る
14
部
落
に
３
割
の
住
民
が
住
ん
で
い
る
。 

 

私
の
村
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
は
極
め
て
貧
乏
で
あ
る
こ
と
。
日
本

一
貧
乏
な
岩
手
県
の
中
の
最
下
位
に
属

し
、
昭
和
32
年
ご
ろ
一
戸
平
均
23
万
円 

  

の
年
所
得
で
あ
っ
た
（
９
割
ま
で
は
米
単

作
を
主
と
す
る
農
家
）
。
第
二
は
極
め
て

不
健
康
で
あ
る
こ
と
。
例
え
ば
乳
児
の
死

亡
率
は
日
本
一
高
い
岩
手
県
の
中
で
最

高
位
に
属
し
、
昭
和
32
年
ご
ろ
で
さ
え
概

ね
70
％
を
示
し
て
い
る
。
第
三
は
極
め
て

雪
の
多
い
こ
と
。
２
ｍ
か
ら
３
ｍ
の
豪
雪

の
た
め
交
通
は
マ
ヒ
状
態
に
陥
り
、
半
年

間
は
雪
の
牢
獄
生
活
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
岩
手
県
一
の
豪
雪
地
帯
だ

か
ら
日
本
有
数
の
ラ
ン
ク
に
入
る
だ
ろ
う
。 

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
郵
便
の
配
達
も

止
ま
っ
て
し
ま
う
猛
吹
雪
を
恨
み
な
が

ら 

 
ら
、
石
コ
ロ
の
よ
う
に
死
ん
で
い
っ
た
病

人
を
余
り
に
も
沢
山
私
は
知
っ
て
い
る
。

口
に
糊
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
人
達
が

薬
草
と
売
薬
を
信
じ
、
近
代
社
会
や
近
代

医
療
を
罵
り
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
例

を
知
り
す
ぎ
る
ほ
ど
私
は
知
っ
て
い
る
。 

 

生
命
の
尊
重
さ
れ
な
い
政
治
や
世
相

の
縮
図
の
よ
う
に
、
私
の
村
ほ
ど
露
骨
に

こ
れ
を
現
し
た
も
の
も
少
な
か
ろ
う
。
人

命
の
格
差
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。
生
命
の

商
品
化
は
断
じ
て
許
せ
な
い
と
考
え
る

こ
と
に
無
理
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は 

感
傷
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
も
な
い
し
、 

  

人
権
尊
重
と
い
う
民
主
主
義
の
題
目
唱
和

で
も
な
い
。
そ
れ
は
人
道
主
義
と
か
憲
法

と
か
の
生
ぬ
る
い
思
念
の
問
題
で
な
く
、

も
っ
と
切
実
な
生
々
し
い
生
命
、
人
間
自

体
の
体
質
的
な
現
実
課
題
で
あ
る
と
解
す

る
の
に
何
の
無
理
が
あ
ろ
う
。
生
命
健
康

に
関
す
る
限
り
、
国
家
な
い
し
自
治
体
は

格
差
な
く
平
等
に
全
住
民
に
対
し
責
任
を

持
つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
思
想
以
前
で

あ
り
、
憲
法
以
前
で
あ
り
、
ま
し
て
や
政

策
以
前
の
当
然
の
責
務
で
あ
る
と
い
う
の

が
私
の
政
治
理
念
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
づ
く 
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旧沢内村の保健文化賞受賞の感想 

保健と私の政治理念  
岩手県和賀郡沢内村 

       代表者 村長 深 沢 晟 雄 

 
 
 

 
 

住
民
の
生
命
健
康
は
行
政
責
任
で 

 
旧
沢
内
村
が
第
15
回
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
た
の
は
昭
和
38
（
１

９
６
３
）
年
で
深
澤
村
長
時
代
で
あ
る
。
授
賞
理
由
は
、
①
蚊
と
ハ
エ

の
撲
滅 
②
乳
児
・
老
人
の
無
料
診
療 

③
村
民
の
健
康
台
帳
づ
く
り

で
、
挙
村
一
体
の
生
命
行
政
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。 

 

保
健
文
化
賞
は
第
一
生
命
が
厚
労
省
な
ど
の
後
援
を
得
て
保
健

衛
生
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
受
賞
者

は
贈
呈
式
の
翌
日
に
皇
居
で
両
陛
下
と
面
会
す
る
日
程
も
あ
る
。 

 

主
催
者
に
提
出
す
る
受
賞
者
の
感
想
文
を
深
澤
村
長
は
「
保
健
と

私
の
政
治
理
念
」
と
題
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
生
命
行
政
発
祥
60
年

に
当
た
り
深
澤
村
長
の
手
記
と
し
て
ご
一
読
を
お
勧
め
す
る
。 

第15回保健文化賞を受賞する深澤村長(左）（1963.9.18） 


